
 

１０月１８日  祖母山(大分県)                若林 憲治  

山 名 祖母山(大分) 1,756m  宮嵜 熊本)県境 山行名 例会 3座目 

ルート 北谷登山口(北谷コースから風穴コース) 

山行日 令和 2年 10月 18日(日) 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：若林         サブリーダー：山下(隆) 

男性：西川             

女性：伊藤(多) 和田             

合計：   5名  

ルート概略図 

 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

北谷登山口 
集  

北谷登山口 
着 15:55 

発 8:35 発  

茶屋場 
着  

 
着  

発 10:25 発  

国観峠 
着 10:55 

 
着  

発 11:05 発  

祖母山山頂 
着 12:00 

 
着  

発 12:35 発  

風穴 
着 15:25 

 
着  

発  発  

山行報告 

道路工事休日の日曜日の登山が幸いした。平日で有れば道路工事中で北谷登山口まで行くこ

とが出来ず数キロメーター手前からの登山であった。休日でもあり北谷登山口には既に数十

台の車が駐車ほぼ満車状態。辛うじて駐車場も確保出来た。8 時 40 分標高 1,130m より登山

開始 原生林も多く残る厳しい山のイメージを持って臨んだが予想したほどの難コースでは

無く安堵。1 時間 40 分程歩き 1,478m 地点に熊本県・大分県・宮崎県 の三県のポイント有

り国観峠迄は本当になだらかなコース 最後の祖母山(1,757m)迄は登りも三座目全員無事に

登頂 山頂からの眺めが素晴らしく 360 度の展望を目に焼けつけて山頂からの景色を楽しむ

事が出来た。下山コースは岩場が楽しめる変化にとんだ風穴コースより下山 今回周回コー

スの為下山口 北谷登山口まで約 7時間掛けて 16時前到着。 

福岡県に在住の 9 年間での祖母山のイメージは交通手段が少なく、暗い印象(別名 姥ケ岳)

厳しいとのイメージの山で有ったが今回の山行で全て払拭する事ができ九州の中で唯一行け

てない山であつた 100名山 今日の登山で九州内の 100 名山は個人的には達成する事が出来

た。  

ヒヤリハット   無し 

 

 

 

 

  



 

祖母山感想                             和田千惠 

 

3 日目。今日も快晴。登山口への道はでこぼこの地道がくねくね

と細い。途中で降りてくる車と遭遇して離合に緊張する。少し行

くと、整備された道路である。大分から熊本県に入ったらしい。

そしてまた砂利道になった。今度は宮崎県か。 

北谷登山口に着くとほぼ満杯で、あと 2～3 台のスペースに駐車

できた。今日は日曜日だ。混んでいるはずと思ったら、コロナ以

前ではとても止められなかったとの事。  

8時 35分、早速登り始める。緩やかな道で始まった。スタートし

て少し行くと気温は 8度、寒いくらいだが落ち葉を踏みながらの

色づいた木々を愛でながらのまさに秋の散策だ。2 合目から 0，

53㎞ごとに標識が設置されていて、すぐに次の標識にたどり着く。

英彦山の 0，1㎞進む時間と比べたら雲泥の差だ。            祖母山頂   

公園かと見間違えるほどの広い 2～3 か所の広場を抜けて 2 時間ほどすると三県境の茶屋場に到着。

大分、熊本、宮崎県を同時に踏むことができた。そして 30 分ほどして国観峠。ここも広い平地で、

お地蔵さんが赤い帽子とちゃんちゃんこを着て鎮座されていた。景色も紅葉と空・遠くの山々の青さ

が素晴らしい。 

次からは登り下りが急な地図になっている。今までとは様相が違ってきた。青いガレを踏みながら 12

時に頂上に着いた。たくさんの登山者の昼食時間だ。前後しながら同じくらいに登ってきた 4人組の

グループも石のお宮さんに大きなお結びを供えて丁寧な参拝をしていた。 

 さあ、下りが始まる。行きは良い良い、しかし一回りして帰るルートは急なうえ、道は荒れている

し鎖やロープ、はしごがあちこちに！あの登りの散策は何だったのだろう？滑りやすい赤土と岩場は

要注意だ。「危険個所 注意」「危険 河川横断」などの看板がいたるところに現れてきて、緊張は途

切れないし、なかなか登山口にたどり着けない。風穴を過ぎるころには、頂上にあとから来た 20 人

ほどの地元の団体が先に進んでいくが、だれもストックを持たない軽装のいでたちで驚く。最後のは

しごを 2回降りて、やっと登山口が見えてきた。 

16時 30分に無事下山した。 

 4 日間連続の山行は、初めての経験で実際登るまでは、

途中でリタイヤもありかと考えていましたが、何とか登り

きれました。 

 この旅を企画立案し、コロナの中での宿探しや変更・連

絡などご尽力いただいた山下さん、CLとして綿密な計画・

状況確認と先導していただいた若林さん、いつも笑いと 

下山して疲れている中運転していただいた西川さん、岩場で      雲海に聳える祖母山 

アドバイスをいただき、GOTOの地域共通クーポンを上手に使って会計をしていただいた伊藤さん、皆

様のおかげで無事に戻れました。ありがとうございました。  

                   

 


